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１ はじめに 

 冬期道路の融雪施設等の制御を主目的とした本装

置は，路面熱流の遠隔測定および気象要素のうちの

放射成分と風速の２要素の測定ができる．これまで

装置の機能と動作特性および冬期路面管理への供用

について報告してきたが，ここでは，放射成分およ

び風速の２要素測定の信頼性について整理し報告す

る． 

２ 放射成分測定 

比較の対象とする基準値を（独）防災研究所長岡

雪氷防災研究施設での定点観測値とする．放射成分

は，天空放射（長波長），日射および降雪の和であら

わす．観測期間は，2009 年１月とし，４極センサー

の観測値は，基準値によく一致することがいえる．

図１が事例１で，その時の気温，降雪強度および装

置の円盤＃１，＃４の温度を図２に示す．＃４円盤

温度が設定値（７℃）以上になると計測は不可とな

る．降雪強度は W/m2
で表し，熱量としては負であ

るので，図１の結果は下向きのパルスで示される．

なおデータは１０分間隔でとってある． 

図１ 放射成分値の比較１（2009 Jan. 1-2 Nagaoka） 

 

図２ 気温，降雪強度，＃１円板温度，＃４円盤温度 

（2009 Jan. 1-2 Nagaoka） 

降雪強度については，円盤上での捕捉率等の問題

があり，降雪観測について量的な比較まではしてい

ない．放射成分観測の他の事例を図２，図３に示す． 

 

 

図 2 放射成分値の比較２（2009 Jan. 7-8 Nagaoka） 

 

図 3 放射成分値の比較３（2009 Jan. 21-22 Nagaoka） 

３ 風速測定 

 本装置で直接観測されるのは風速でなく，円盤表

面の対流熱伝達率である．先に述べた本装置が観測

する放射成分値が基準値によく一致するということ

は，対流熱伝達率の観測値にも信頼性が認められる

ということであり，本装置が風速を観測できるとい

う結論につながる．風速観測の事例を図４に示す． 

 

図４ 風速観測値の比較（2009 Jan. 1-2 Nagaoka） 

４ まとめ 

本装置は，もともとの道路現場での熱量計として

のほか，放射計および風速計としての機能を有して

いることがいえる。ただし気温がかなり低い（円盤

温度との差が大きい）とき，放射成分値は小さく出

る傾向があり，今後の課題としたい． 
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